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水は生命の源。火は命をつなぐ力。

8 月 1 日は「水の日」。この日、八雲町に治水の偉人・周藤彌兵衛翁の銅像が建立されて１周年を迎え

ます。これを記念し、水の神様、火の神様、そして先人に感謝し、平和を創る「水と火の祭」を開催

いたします。

日本の発祥地ともいわれる古代出雲国の中心地・意宇郡（おうのこおり）を流れる「悠久の河」意宇川。

かつて熊野大社の本宮があったとされる天狗山 ( 熊野山 ) の湧き水を源流としています。古来、意宇

川は氾濫を繰り返し、田畑・家屋を押し流し、人々の命を奪いました。

今から 300 年前、日吉村（現在の八雲町）の庄屋である周藤彌兵衛翁は私財を投じ、42 年かけて

剣山の硬い岩山を鑿と槌で切り開き、川の流れを変え、新田を開発し、洪水の苦しみから人々を救う

ために生涯を尽くしました。今も切通しの岩には鑿跡が残っています。

火の発祥の神社である熊野大社では、天狗山 ( 熊野山 ) の檜で作られた「火きり臼」と卯ツ木で作ら

れた「火きり杵」で神火をきり出すお祭りがあります。

出雲国造の代替わりのときに行われる「火継式」でも、熊野大社で起こされた火で調理された御食 ( み

け ) をいただくことではじめて世継ぎがなされると考えられています。「火」は「霊（ひ）」と同一にみ

なされ、命の根源的な力とされています。

こうした八雲の歴史と伝統を受け、下記の要領にて「水と火と人の輪」をテーマに「水と火の祭」開

催を企画いたしました。

水 と 火 の 祭

代　表：佐藤京子・小松昭夫
事務局：交易場修・稲田幸子
広　報：寺戸良信

〒 690-2102
松江市八雲町東岩坂 3442-9
電話・FAX 0852-54-1023

八雲志人館

周藤彌兵衛翁像制作：2002 年 9 月　清原太兵衛像、孔子像、孟子像を同時制作（棗荘・台児荘）
周藤彌兵衛翁大銅像制作：2014 年 7 月

ベルタ・フォン・ズットナー像制作：イングリッド・ロレマ
1 号像　2013 年   9 月（オランダ・ハーグ美術館展示）
2 号像　2014 年   6 月（ウィーン平和記念館貸し出し後、日本へ移送し日蘭合作へ）
3 号像　2014 年 10 月（小松電機産業株式会社本社ロビー展示）

国産・日蘭合作ベルタ・フォン・ズットナー像制作：2015 年 7 月
制作：株式会社嶋安（富山県高岡市）
後援：株式会社ミヤシゲテクノ宮重社長・石名田取締役営業部長、富山県庁商工労働部

本誌制作：小松電機産業株式会社　小林泰久　指導：小松昭夫社長



2015.8.1 [ 告知宣伝用ポスター ]



[ 会場準備の様子 ]2015.8.1



[ 神事 ]2015.8.1 熊野大社宮司



[ 神事 ]2015.8.1



[ 餅撒き ]2015.8.1



[ 古代笛演奏 ] 樋野 達夫さん（笛作家）2015.8.1



[ 紙芝居　周藤彌兵衛 ] 寺戸良信さん（2005 年紙芝居制作 20 頁）
錦織 明さん（出雲かんべの里 館長）

2015.8.1



[ 朗読　新作怪談優秀作「紅い傘」] 作：原美代子さん　代読：小谷 忠延さん2015.8.1



[ 語り　私の八月十五日 ]2015.8.1
小早川富夫さん（八雲町東岩坂）
須山和子さん（八雲町熊野） 
石原茂さん（八雲町熊野） 

代読：須山マツ子
代読：小松光子



[ 語り　私の八月十五日 ]2015.8.1



[ 火起こし体験 ]2015.8.1



[ かがり火点灯 ]2015.8.1



[ かがり火と古代笛演奏 ]2015.8.1



[ 会場の様子 ]2015.8.1



[ 会場の様子 ]2015.8.1 [ 会場の様子 ]2015.8.1



10,000 発打ち上げ
総　　数

28 / 2 0：0 0
▼

2 1：00



10,000 発打ち上げ
総　　数

28 / 2 0：0 0
▼

2 1：00



周藤彌兵衞翁（1651 ～ 1752）

　八雲町の山麓から流れ出る意宇（いう）川は、江戸時代初期には急屈折と蛇行を繰り返す川でした。そのため、大雨

の時たびたび堤防が決壊し、地域全体が泥海化する水害が多発しました。その惨状を憂え、慶安三年（1650）から三年間、

新たに直進する川筋に変える「川違え（かわたがえ）」と「切り通し」の工事に取り組んだのが、日吉村（現在の松江市

八雲町日吉）の豪農周藤彌兵衞家初代家正（いえまさ）でした。その祖父の遺志を継いだ三代彌兵衛良刹（りょうせつ）は、

宝永三年（1706）五十六歳の時から、延享四年（1747）九十七歳に至る実に四十二年もの年月をかけ、工事をやりと

げました。巨額の私財を投じ、百歳近くまで孤軍奮闘の努力をした良刹の人間像は、今に至るまで語り継がれています。

　さらに、明和三年（1766）に六代平蔵（へいぞう）の追加工事が行われ、その後、水が激減し、旧河道の地内には広

い田畑も生まれ、地域の繁栄と人々の幸せにつながりました。良刹は宝暦二年（1752）百二歳の天寿を全うしました。

周藤彌兵衛翁像前看板　表 （島根県松江市八雲町 日吉親水公園）

2015.8.1 【参考資料】



この像は、中国山東省棗荘市で制作されました。

棗荘市は 1938 年、島根、鳥取、広島、岡山出身者で編成された松江六十三連隊を含む日本軍と、米・英の援助を受け

た中国軍が戦った「台児荘大戦」で、双方に甚大な被害が出た地です。

日中国交正常化三十周年の 2002 年、棗荘市で、孔子、孟子、周藤翁、清原翁の銅像を制作、孔子・孟子の像は鳥取県

に寄贈して、日本最大の中国庭園「燕趙園」に建立されました。

「竹島の日」制定以降、北東アジアは戦後最も難しい状況になっています。

この度、八雲から北東アジア、そして世界の恒久平和を生み出すことを念じ、翁の大銅像を、戦地に赴く若者を見送っ

た御陵の前に建立いたしました。

「歴史に盲目な人間は、現在に対しても盲目である」＜ワイツゼッカー＞

「理念なき経済は犯罪、経済なき理念は戯言。一家を廃して万家を興す」＜二宮尊徳翁＞

「青春とは人生の或る期間を言うのではなく、心の様相を言うのだ

優れた想像力　逞しき意志　炎ゆる情熱　安易を捨てる冒険心

こう言う様相を青春というのだ」＜サミエル・ウルマン＞

寄贈　　小松　昭夫

意匠　　高田　勲

制作　　劉　成啓

建立　　周藤彌兵衛翁顕正会

周藤彌兵衛翁像前看板　裏 （島根県松江市八雲町 日吉親水公園）

2015.8.1 【参考資料】



感銘の碑と日吉親水公園感銘の碑と日吉親水公園2014.2.21　銅像制作工場を視察2014.2.21　銅像制作工場を視察

2014.7.12　鍬入れ式2014.7.12　鍬入れ式

2014.7.15　周藤翁像が八雲工場へ搬入される2014.7.15　周藤翁像が八雲工場へ搬入される

2014.7.28　周藤翁像を日吉親水公園へ設置2014.7.28　周藤翁像を日吉親水公園へ設置

2015.8.1 【参考資料】 2014 年 8 月 1 日水の日　周藤彌兵衛翁像建立にあたって



2015.8.1 【参考資料】 2014 年 8 月 1 日水の日　周藤彌兵衛翁像建立



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol1　6 月号



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol2　8 月号



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol3　8 月号



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol3　8 月号



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol4　8 月号



2015.8.1 【参考資料】 八雲志人館発行『ゆう科学通信』vol5　8 月号



2015.8.1 【参考資料】 2014 年 11 月 23 日「八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム」ポスター



2015.8.1 【参考資料】 2014 年 11 月 23 日「八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム」写真



2015.8.1 【参考資料】 今人舎より 2015 年秋に発売予定



2015.8.1 【参考資料】 三和書籍より 2015 年 8 月に発売



2015.8.1 【参考資料】 雑誌『財界』9 月号掲載
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